
国際協力35年題〃四日〃-

　
十
月
ト
七
日
に
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
第
五
ヤ

九
回
新
聞
大
盛
（
日
本
新
聞
協
会
主
催
）
で
「
人

遜
支
援
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
入
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
経
験
を
通
じ
て
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
し
た
。

全
国
の
報
道
関
係
者
の
方
々
に
聴
い
て
い
た
だ

き
、
幸
せ
だ
っ
た
。
山
陽
新
聞
社
の
ご
配
慮
に
感

謝
し
た
い
。

　
医
学
生
の
時
か
ら
「
国
際
協
力
」
の
夢
を
追
っ

て
三
十
五
年
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
設
立
し
て
か
ら
二
十

二
年
に
な
る
。
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
ア
ジ
ア
、
ア

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
波
　
　
茂

フ
リ
カ
、
そ
し
て
中
南
米
な
ど
二
十
九
力
国
に
支

部
が
あ
る
。

　
一
九
九
丑
年
の
阪
神
大
震
災
の
時
に
浮
上
し
た

　
「
弱
者
が
存
亡
の
危
機
に
ひ
ん
し
た
時
に
動
く
岡

山
の
精
神
風
土
」
そ
し
て
「
国
境
を
超
え
る
福
祉
」

が
″
岡
山
発
／
国
際
貢
献
″
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も

あ
る
。
実
に
多
種
多
様
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
。
多

く
の
人
た
ち
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
。
奇
跡
に
も

遭
遇
し
た
。
少
し
で
も
紹
介
で
き
れ
ば
幸
い
で
め

る
。
　
今
年
七
月
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
関
節
さ

れ
た
国
連
経
済
社
会
理
事
会
総
会
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ

は
、
総
が
協
議
資
格
へ
の
帰
洛
が
承
認
さ
れ
た
。

囚
連
や
関
係
機
関
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
政

策
提
言
が
で
き
両
世
界
で
昭
三
十
七
番
目
、
国

内
で
は
四
番
目
で
、
赤
十
字
国
勝
者
器
と
同
等

の
資
格
と
な
る
。

　
　
［
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
束
の
岡
山
～
人
道
ズ
援

の
国
連
機
関
の
集
積
地
と
但
界
で
活
躍
す
る
ロ
ー

カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
横
地
を
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
が
結
ん
で
世
界
の
人
道
支
援
に
貢
献
す
る
」

と
い
う
遠
大
な
夢
。
九
四
年
か
ら
十
年
間
続
い
た

　
「
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
の
成

東
と
連
動
す
る
。

　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
米
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
軍
務
所
機
能
を
設
置
し
「
国
際
貢
献
ト
ピ

ア
岡
山
構
想
」
の
構
図
が
完
成
し
た
。
数
多
く
の

人
た
ち
や
団
体
の
尽
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
実
現
で

あ
る
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
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掌
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院
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１
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(
m
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内
科
開
業
。
割
年
、

。
ｆ
。
一
ｒ
盾
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
。
現
在
、
ア
ジ
ア

　
諦
大
慾
聯
　
を
中
心
に

2
9
支
部
を
展
開
。
福
山

市
（
旧
神
辺
町
）
出
身
。
5
9
歳
。
岡
山
本
柳
津
。

　好評連載申の夕刊随想卜一半ﾄ･-

題。ｸﾞ)參り琳陣力q2月力りう交代しま

すい呻圭1県の各分野で活躍する万

々が2007年｜月まで･の２ヵ月間。

仕事、庫昧、人生観、文化、社命

問題などをテーマに鋤鍬を振るい

ますわご期侍≪ださいゎ

T12月からの執筆陣¬
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　　〈月耀日〉
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